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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第２四半期連結
累計期間

第51期
第２四半期連結
累計期間

第50期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （百万円） 1,804 2,028 3,232

経常損失（△） （百万円） △95 △210 △163

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失(△）
（百万円） △96 △164 △187

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △93 △371 △441

純資産額 （百万円） 2,867 2,147 2,519

総資産額 （百万円） 3,937 2,657 4,005

１株当たり四半期（当期）純損

失金額(△）
（円） △0.29 △0.49 △0.56

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.9 47.9 38.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △107 24 △163

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △0 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △5 △0 △10

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 235 180 164

 

回次
第50期

第２四半期連結
会計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額又

は四半期純損失金額(△）
（円） △0.18 △0.30

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としております。

４．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要

な変更があった事項は、次のとおりです。

　なお、文中の将来に関する事項は当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社)

が判断したものであります。

　当社株式の「業績」に係る猶予期間入り

 当社は、平成27年６月26日に有価証券報告書等を提出し、最近４連結会計年度（平成24年３月期から平成27年３月

期まで）における営業利益及び営業活動によるキャッシュ・フローの額が負であることが確認されたため（有価証券

上場規程第604条の２第１項第２号）、上場廃止に係る猶予期間入りしたことが、株式会社東京証券取引所より発表

されました。なお、これにより当社は、平成28年３月期に営業利益及び営業キャッシュ・フローが負の場合は、上場

廃止となります。

     継続企業の前提に関する重要事象等について

     当社グループは、平成16年３月期より継続的な純損失を計上しております。

　　　当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または、状況が存在しております。

　　なお、施策等の詳細につきましては、「３.財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析（5）継

　続企業の前提に関する重要事象等の分析・検討内容及び今後の対応策」に記載のとおりであります。

　　　これにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在しております。

 

２【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

　(１)業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、大企業を中心に企業収益の改善が進んだことを受け、設備投資

等の需要には陰りがみられるものの、円安による緩やかな回復基調が継続しております。他方、日本の個人消費の伸

びは弱く、当社グループのような宝飾業界の小売・卸売まで及んでおりません。先行きにつきましては、政府・日本

銀行による政策効果を背景に、継続的な回復が期待されておりますが、米国経済の動向、欧州における債務問題・難

民問題、地政学的な紛争問題等不透明な部分もあり、慎重な見通しを維持しておくべき状況となっております。また

原材料・エネルギー価格の下落に伴い多くの資源国、中でも新興国では通貨の下落などが重なり、厳しい経済状況と

なっております。

　当社グループの属する宝飾業界においては消費者マインドの改善が期待されております。

　海外子会社維真珠宝（上海）有限公司は、中国上海の11店舗において、イタリアブランドの「ＦＲＡＮＣＯＥＬＬ

Ｉ」をメインとした高額商品を揃え、高級百貨店における店舗販売及び卸販売は第１四半期まで、概ね予想通りに推

移いたしました。しかし、前年同期比での売上がマイナスとなるなど中国経済の悪化の影響が及んでまいりました。

　一方、子会社株式会社バージンダイヤモンドが展開するダイヤモンド事業では、エンゲージリング及びマリッジリ

ングをメインとしたインターネット販売並びに本社ビル１Ｆのバージンダイヤモンドショールームのブライダルジュ

エリー等の販売も低迷いたしました。

　他方、当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）においては、自社研磨による原石加工販売を

行っており、予想以上の売上を出すことができました。

　加えて、不動産賃貸事業もわずかではありますが、前年同期比での売上がマイナスでの推移となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間業績の売上高は2,028百万円（前年同期比12.4％増）、営業損失は216百万円

（前年同期は営業損失65百万円）、経常損失は210百万円（前年同期は経常損失95百万円）、親会社株主に帰属する

四半期純損失164百万円（前年同期は四半期純損失96百万円）となりました。

　　　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　　（海外事業）

　中国における事業では、卸販売が予想どおりに推移しなかったことから、売上高は470百万円（前年同期比14.7

減）、セグメント損失は110百万円（前年同期はセグメント利益16百万円）となりました。

　　（ダイヤモンド事業）

　日本におけるダイヤモンド事業では、インターネット販売が低迷したため、売上高は25百万円（前年同期比8.9％

増）、セグメント損失は13百万円（前年同期はセグメント損失7百万円）となりました。

　　（ダイヤモンド研磨事業）

　当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）の売上高は1,489百万円（前年同期比26.2％増）、

セグメント損失は7百万円（前年同期はセグメント損失0百万円）となりました。

　　（不動産賃貸事業）

　不動産賃貸事業（本社ビルのテナント貸出等）の売上高は43百万円（前年同期比11.5％減）、セグメント損失は0

百万円（前年同期はセグメント利益3百万円）となりました。

　　（トレーディング事業）

　トレーディング事業の売上高は－百万円（前年同期比－％）、セグメント損失は0百万円（前年同期はセグメント

損失0百万円）となりました。
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　(２)キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高（以下、「資金」という。）は、180百万円

となり、前連結会計年度末と比較して16百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は24百万円（前年同期は107百万円の減少）となりました。これは主に前受金の減少が

959百万円あったものの売上債権の減少が391百万円、たな卸資産の減少が630百万円あったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は0百万円（前年同期は0百万円の減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少は0百万円（前年同期は5百万円の減少）となりました。

 

　(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　(４)研究開発活動

　該当事項はありません。

 

　(５)経営者の問題認識と今後の方針について

    「(３)事業上及び財務上の対処すべき課題」に記載のとおり重要な変更はありません。

 

　(６)継続企業の前提に関する重要事象等の分析・検討内容及び今後の対応策

     当社グループは、「第２ 事業の状況 １事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

   させるような事象又は状況が存在しております。

     当社グループにおいては、当該状況を解消し早期黒字化を図ることが優先課題であり、主に以下に示す施策を積

　　極的に推進しております。

　　①コストダウン施策の実施及び強化

　　　利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しによる原価の削減、人件費の抑制及びその他経費全般に

　　ついての見直しを行い収益改善を図ってまいります。

　　②海外事業の強化

　　　当社の海外子会社維真珠宝（上海）有限公司のさらなる店舗展開及び集客を強化するとともに、卸販売も積極的

　　に行ってまいります。

　　③インターネット及び店舗販売の強化

　当社の子会社バージンダイヤモンドは、インターネットによるブライダルジュエリーの販売及びバージンダイヤモ

ンド・ショールームにおける集客に注力してまいります。

　　④ダイヤモンド研磨事業の強化

　　　当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）に最先端の技術と設備及びシステムを導入してお

　　ります。これにより、ダイヤモンド研磨事業の大幅な技術の向上とコストダウンを図り、生産力と販売力を改善い

　　たします。

　　　当社グループといたしましては、主に以上の施策を実施することにより、利益体質への転換と、事業の資金面で

　　の安定化に努めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　普通株式 628,000,000

計 628,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年11月16日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 333,172,137 333,172,137

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

 単元株式数

 100株

計 333,172,137 333,172,137 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　 該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
― 333,172,137 ― 100 ― ―

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

宗教法人慈照会 栃木県芳賀郡芳賀町西水沼1047-1 47,838 14.36

CBHK-GUOTAI JUNAN SECURITIES (HONG

KONG) LIMITED-CLIENT ACCOUNT

10/F, TWO HARBOURFRONT, 22 TAK FUNG

STREET, HUNG HOM, KOWLOON, HONG KONG
39,437 11.84

CBHK-PHILLIP SEC (HK) LTD-CLIENT

MASTER

10/F, TWO HARBOURFRONT, 22 TAK FUNG

STREET, HUNG HOM, KOWLOON, HONG KONG
27,380 8.22

CBHK-CHINA EVERBRIC SECURITIS(HK)

LIMITED-CLIENT SAFKEEP ACCOUNT

10/F, TWO HARBOURFRONT, 22 TAK FUNG

STREET, HUNG HOM, KOWLOON, HONG KONG
12,388 3.72

CBSG-MAYBANK KIM ENG SECURITIES PTE.

LTD. A/C CLIENT

16/F. 8 MARINA VIEW. ＃21－00 ASIA

SQUARE TOWER 1 SINGAPORE 018960
10,355 3.11

HAITONG INTERNATIONAL SECURITIES

COMPANY LIMITED 700700

22/F., LI PO CHUN CHAMBERS, 189 DES

VOEUX ROAD CENTRAL. HONG KONG
6,213 1.86

SUN HUNG KAI INVESTMENT SERVICES

LIMITED-SEGREGATED CLIENT A/C

42/F, THE LEE GARDENS, 33 HYSAN AVENUE,

CAUSEWAYBAY, HONG KONG
6,097 1.83

THE BANK OF NEW YORK - JASDECNON-

TREAY ACCOUNT

GLOBAL CUSTODY. 32ND FLOOR ONE WALL

STREET. NEW YORK NY. USA
5,140 1.54

マネックス証券株式会社  東京都千代田区麹町2丁目4-1 3,741 1.12

宝天大同 兵庫県神戸市北区山田町下谷上箕の谷3-1 3,090 0.93

計 － 161,683 48.53
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式普通株式 29,900 －

完全議決権株式（その他） 普通株式 332,620,200 3,326,202 同上

単元未満株式 普通株式 522,037 － 同上

発行済株式総数  333,172,137  － －

総株主の議決権 － 3,326,202 －

（注）証券保管振替機構名義株式3,210株は「完全議決権株式（その他）」に32個、「単元未満株式」に10株を含めて記

載しております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サハダイヤ

モンド

東京都墨田区千歳

三丁目12番７号
29,900 － 29,900 0.01

計 － 29,900 － 29,900 0.01

（注）上記自己株式は、株主名簿上当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が10株含まれております。

　　　なお、当該株式は、上記「①発行済株式」の「単元未満株式」の欄に含めております。

 

２【役員の状況】

　当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりであります。

　役職の異動

氏名 新役職名 旧役職名 異動年月日

井上　喜明（いのうえ　よしあき） 代表取締役社長 代表取締役副社長 平成27年９月25日

姜　杰　（じゃん　　じぇー） 取締役 代表取締役社長 平成27年９月25日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、東京中央監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 164 180

受取手形及び売掛金 517 121

たな卸資産 ※ 1,820 ※ 1,148

その他 303 151

貸倒引当金 △1 △5

流動資産合計 2,804 1,595

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,193 1,079

減価償却累計額 △136 △149

建物及び構築物（純額） 1,056 930

土地 105 99

その他 90 85

減価償却累計額 △58 △59

その他（純額） 32 26

有形固定資産合計 1,194 1,056

無形固定資産   

その他 0 0

無形固定資産合計 0 0

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

固定化営業債権 311 310

その他 7 7

貸倒引当金 △313 △312

投資その他の資産合計 6 5

固定資産合計 1,201 1,061

資産合計 4,005 2,657
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2 9

短期借入金 316 314

未払法人税等 3 0

前受金 1,113 143

その他 42 29

流動負債合計 1,478 496

固定負債   

その他 7 13

固定負債合計 7 13

負債合計 1,485 509

純資産の部   

株主資本   

資本金 100 100

資本剰余金 2,040 2,040

利益剰余金 △522 △686

自己株式 △2 △2

株主資本合計 1,615 1,450

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △91 △177

その他の包括利益累計額合計 △91 △177

非支配株主持分 995 874

純資産合計 2,519 2,147

負債純資産合計 4,005 2,657

 

EDINET提出書類

株式会社サハダイヤモンド(E02734)

四半期報告書

11/22



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 1,804 2,028

売上原価 1,696 2,061

売上総利益又は売上総損失（△） 107 △32

販売費及び一般管理費 ※ 172 ※ 183

営業損失（△） △65 △216

営業外収益   

受取利息 1 1

為替差益 － 14

貸倒引当金戻入益 5 0

その他 2 0

営業外収益合計 10 16

営業外費用   

支払利息 12 10

為替差損 28 －

その他 0 0

営業外費用合計 40 10

経常損失（△） △95 △210

税金等調整前四半期純損失（△） △95 △210

法人税、住民税及び事業税 2 3

法人税等合計 2 3

四半期純損失（△） △98 △214

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △50

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △96 △164
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純損失（△） △98 △214

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 4 △156

その他の包括利益合計 4 △156

四半期包括利益 △93 △371

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △99 △250

非支配株主に係る四半期包括利益 5 △121
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △95 △210

減価償却費 36 28

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 2

受取利息及び受取配当金 △1 △1

支払利息 12 10

為替差損益（△は益） － △0

売上債権の増減額（△は増加） 83 391

たな卸資産の増減額（△は増加） 44 630

前渡金の増減額（△は増加） △46 1

未払又は未収消費税等の増減額 △82 155

仕入債務の増減額（△は減少） △118 6

前受金の増減額（△は減少） 46 △959

その他 34 △16

小計 △91 38

利息及び配当金の受取額 1 1

利息の支払額 △12 △10

法人税等の支払額 △4 △4

営業活動によるキャッシュ・フロー △107 24

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △0 △1

貸付金の回収による収入 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △5 △0

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △5 △0

現金及び現金同等物に係る換算差額 12 △7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △100 16

現金及び現金同等物の期首残高 335 164

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 235 ※ 180
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　当社グループは、当第２四半期連結累計期間において164百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失を計上、平

成16年３月期より継続的な損失を計上しております。

　　　これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　　四半期連結財務諸表提出会社である当社グループは、当該状況を解消すべく平成26年度の事業計画に沿って、

　引き続き収益体質の改善を図るための対応策を講じてまいります。

　　　コストダウン施策の実施及び強化につきましては、利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しに

　　よる原価の削減、その他経費全般についての見直しを行い改善してまいります。

　　また、当社の海外子会社維真珠宝（上海）有限公司のさらなる店舗展開及び集客を強化するとともに、卸販売

　も積極的に行います。

　加えて、当社の子会社バージンダイヤモンドは、インターネットによるブライダルジュエリーの販売及びバージン

ダイヤモンド・ショールームに集客してまいります。

　　 なお、ダイヤモンド研磨事業の大幅なコストダウンを図り、生産力と販売力を改善いたします。

　 当社が財務内容を改善していく方策としては、当社グループの主要各事業（海外事業、ダイヤモンド事業、ダ

　イヤモンド研磨事業、トレーディング事業、不動産賃貸事業）の営業収益の拡大を重視しており、目標を達成で

　きるよう慎重且つ大胆に各事業の収益体質の改善に注力してまいります。

 　 しかしながら、当社グループが属する宝飾品業界は価格競争により企業業績に関する不透明な状況があります。

 　また、十分な資金確保が安定しないことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の

　影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。
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（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株

主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半

期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　 　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

商品及び製品 914百万円 1,027百万円

仕掛品 884 101

原材料及び貯蔵品 20 19

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

従業員給料及び手当 45百万円 47百万円

広告宣伝費 1 －

地代家賃 0 0

支払手数料 84 71

支払報酬 10 14

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金 235百万円 180百万円

現金及び現金同等物 235 180
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

　１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 海外事業

ダイヤモンド

事業

ダイヤモンド

研磨事業

不動産

賃貸事業

トレーディン

グ事業

売上高       

外部顧客への売上高 551 23 1,180 49 － 1,804

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 1 － 1

計 551 23 1,180 50 － 1,805

セグメント利益又は損失（△） 16 △7 △0 3 △0 12

 

　２.報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 12

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △77

四半期連結損益計算書の営業損失 △65

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

　　Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

　１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 海外事業

ダイヤモンド

事業

ダイヤモンド

研磨事業

不動産

賃貸事業

トレーディン

グ事業

売上高       

外部顧客への売上高 470 25 1,489 43 － 2,028

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 1 － 1

計 470 25 1,489 45 － 2,030

セグメント利益又は損失（△） △110 △13 △7 △0 △0 △131

 

　２.報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △131

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △85

四半期連結損益計算書の営業損失 △216

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △0円29銭 △0円49銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（百万円） △96 △164

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失金額（百万円）
△96 △164

普通株式の期中平均株式数（千株） 333,145 333,142

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

　　　存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　　 該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成27年11月16日

株式会社サハダイヤモンド

取締役会　御中
 

東京中央監査法人
 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 上野　宜春　　　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 森　　伸元　　　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サハダ
イヤモンドの平成27年４月1日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月1日か
ら平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サハダイヤモンド及び連結子会社の平成27年９月30日現在の
財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
強調事項
継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は、当第２四半期連結累計期間において164百万円の親会
社株主に帰属する四半期純損失を計上、平成16年３月期より継続的な損失を計上している。当該状況により、継続企業の
前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら
れる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半
期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表に反映
されていない。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   以上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期
　　　　　連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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